
新居浜工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 卒業研究
科目基礎情報
科目番号 110514 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 12
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 12
教科書/教材 なし
担当教員 吉川 貴士,谷口 佳文,松田 雄二,平田 傑之,谷脇 充浩,越智 真治,今西 望  ,粂野 紘範
到達目標
1.日々の作業・活動を記録し学習を蓄積していく習慣が身に付いていること。
2.与えられた課題に対して、その解決のために必要な情報を収集できること。
3.与えられた課題に対する自分なりの解決策を提案できること。
4.与えられた課題に対する解決案を実行できること。
5.研究活動の内容およびその成果について他人に分かりやすく説明できること。
6.研究活動の内容およびその成果について報告書にまとめることができること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
日々の作業・活動を作業ノートや
日誌等に記録し、考察を加えて整
理できる。

日々の作業・活動を作業ノートや
日誌等に記録することができる。

日々の作業・活動を作業ノートや
日誌等に記録することができない
。

評価項目2
課題を解決するために必要な情報
を収集し、内容を理解するととも
に、それに対する自らの考察をま
とめることができる。

課題を解決するために必要な情報
を収集し、内容を理解できる。

課題を解決するために必要な情報
を収集できない。または収集した
情報の内容を理解できない。

評価項目3
与えられた課題に対する解決策を
、論理的かつ具体的手順を含めて
提案することができる。

与えられた課題に対する解決策を
提案できる。

与えられた課題に対する解決策を
提案できない。

評価項目4
与えられた課題に対する解決案を
、自ら試行錯誤を経ながら実行で
きる。

与えられた課題に対する解決案を
実行できる。

与えられた課題に対する解決案を
実行できない。

評価項目5 研究成果を口頭で発表し、討論に
おいて論理立てた説明ができる。

研究成果を口頭で発表し、討論に
おいて受け答えができる。

研究成果を口頭で発表できるが、
討論において受け答えができない
。

評価項目6
研究成果について、図表などを用
いて、論理立てた記述により報告
書にまとめることができる。

研究成果について、図表などを用
いて報告書にまとめることができ
る。

研究成果について、図表などを用
いて報告書にまとめることができ
ない。

学科の到達目標項目との関係
問題解決能力 (C) コミュニケーション能力 (E)
教育方法等
概要 研究内容は、高専５年間の集大成にふさわしいものとする。基本的な研究の推進力、発想力、設計製作能力、日程管理

能力、協調作業能力および得られた成果を説明する能力を身につけることを目的とする。

授業の進め方・方法

これまでに修得してきた専門知識と実験技術を基礎として、与えられたテーマについて、問題点の発掘から解決まで自
主的に取組み研究を行う。
1）希望するテーマに関する研究内容の理解度や熱意に基づき指導教員を決定する。
2）作業ノートを準備し、毎回の作業内容、検討内容や結論および次回の検討課題を書く。
3）作業ノートをもとに指導教員の助言を受けながら、計画的に目標を達成して行く。
4）理解を深めるためと説明能力を身につけるため、年に2回クラス全体での発表会を行う。 　
研究分野:
1）電子回路の分野　2）メカトロニクスの分野　3）パワーエレクトロニクスの分野
4）通信工学の分野　5）医用工学の分野　6）情報工学の分野　7)電力の分野
8）計測工学の分野　9）半導体工学の分野

注意点

（1）本科5年間の学習の集大成の科目である。
（2）研究の目的、方法の理解と同時に、自主的に研究を遂行してもらいたい。
（3）発表会や報告書作成を通して、プレゼンテーション能力と文章表現力の向上に心がけてほしい。
指導教員の指導の下、関連科目の学習を行うとともに、常日頃から研究に関連した内容を学習する習慣を身につけるこ
と。

本科目の区分
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンスと配属の決定
2週 研究テーマに関する演習・設計製作・ゼミ・試問
3週 同上
4週 同上
5週 同上
6週 同上
7週 同上
8週 同上

2ndQ

9週 同上
10週 同上
11週 同上
12週 同上
13週 同上
14週 同上



15週 同上
16週 中間発表会

後期

3rdQ

1週 研究テーマに関する演習・設計製作・ゼミ・試問
2週 同上
3週 同上
4週 同上
5週 同上
6週 同上
7週 同上
8週 同上

4thQ

9週 同上
10週 同上
11週 同上
12週 同上
13週 同上
14週 同上
15週 最終発表会
16週 発表会で指摘された問題点の解決、報告書の完成

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力

分野別の工
学実験・実
習能力

機械系分野
【実験・実
習能力】

機械系【実
験実習】

実験・実習の目標と心構えを理解し、実践できる。 4
災害防止と安全確保のためにすべきことを理解し、実践できる。 4
レポートの作成の仕方を理解し、実践できる。 4
実験の内容をレポートにまとめることができ、口頭でも説明でき
る。 4

専門的能力
の実質化 PBL教育 PBL教育

各種の発想法や計画立案手法を用いると、課題解決の際、効率的
、合理的にプロジェクトを進めることができることを知っている
。

3

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

事象の本質を要約・整理し、構造化（誰が見てもわかりやすく
）できる。 3

複雑な事象の本質を整理し、構造化（誰が見てもわかりやすく
）できる。結論の推定をするために、必要な条件を加え、要約・
整理した内容から多様な観点を示し、自分の意見や手順を論理的
に展開できる。

3

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。 3
公衆の健康、安全、文化、社会、環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべきことを認識している。 3

クライアントの要求を解決するための設計解を作り出すプロセス
理解し、設計解を創案できる。さらに、創案した設計解が要求を
解決するものであるかを評価しなければならないことを理解する
。

3

クライアントの要求を解決するための設計解を作り出すプロセス
を理解し、設計解を創案できる。さらに、創案した設計解が要求
を解決するものであるかを評価しデザインすることができる。

3

評価割合
試験 発表 相互評価 取組状況 報告書 その他 合計

総合評価割合 0 20 0 60 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 20 0 60 20 0 100


